
  

年
金
積
立
金
の
安
全
か
つ
確
実
な
運
用
を
求
め
る
意
見
書 

  

公
的
年
金
は
高
齢
者
世
帯
収
入
の
七
割
を
占
め
、
六
割
の
高
齢
者
世
帯
が
年
金
収
入
だ
け
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
に
高
齢
化
率
の
高
い
都
道
府

県
で
は
県
民
所
得
の
一
七
％
前
後
、
家
計
の
最
終
消
費
支
出
の
二
〇
％
前
後
を
占
め
て
い
る
な
ど
、
年
金
は
老
後
の
生
活
保
障
の
柱
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
政
府
は
成
長
戦
略
で
あ
る
「
日
本
再
興
戦
略
（
二
〇
一
三
年
六
月
十
四
日
閣
議
決
定
）
」
な
ど
に
お
い
て
、
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独

立
行
政
法
人
（
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
）
に
対
し
、
リ
ス
ク
性
資
産
割
合
を
高
め
る
方
向
で
の
年
金
積
立
金
の
運
用
の
見
直
し
を
求
め
て
い
ま
す
。 

年
金
積
立
金
は
、
被
保
険
者
か
ら
徴
収
し
た
保
険
料
の
一
部
で
あ
り
将
来
の
給
付
の
た
め
の
貴
重
な
財
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
被
保
険
者
の
利
益
確
保
と

将
来
に
わ
た
る
年
金
制
度
の
安
定
運
営
に
資
す
る
よ
う
運
用
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
現
状
に
鑑
み
、
中
央
区
議
会
は
政
府
に
対
し
、
左
記
の
事
項

を
強
く
要
請
し
ま
す
。 

 

一 

年
金
積
立
金
は
、
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
規
定
に
基
づ
き
、
専
ら
被
保
険
者
の
利
益
の
た
め
に
、
長
期
的
な
観
点
か
ら
安
全
か
つ
確
実
な
運
用
を
堅

持
す
る
こ
と
。 

二 

年
金
積
立
金
の
運
用
方
法
を
変
更
す
る
場
合
は
、
国
民
の
財
産
で
あ
る
年
金
積
立
金
を
毀
損
さ
せ
な
い
よ
う
、
慎
重
な
運
用
を
図
る
こ
と
。 

三 

Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
に
お
い
て
、
保
険
料
拠
出
者
で
あ
る
事
業
者
や
従
業
員
を
は
じ
め
と
す
る
利
害
関
係
者
が
参
画
し
、
確
実
に
意
思
反
映
で
き
る
ガ
バ
ナ
ン

ス
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
。 

 
 右

、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
中
央
区
議
会
の
総
意
を
も
っ
て
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。 
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